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 [要 約] 

 国際安全規格で ISO12100/JIS B 9700（機械の安全性 – 設計のための一般原則 – リスクアセス

メント及びリスク低減）による安全確保の原則は、本質的にリスクを除去または低減する方法、

危険源と作業者の作業エリアを分離する方法、危険状態が発生している場合に、作業者を危険領

域に近づけないようにするか、作業者が危険領域に侵入する際は、危険状態を解除する方法を採

用することで、危害発生のリスクを低減している。 

 しかし、実際の機械設備では、危険点近接作業（作業者が機械の可動部を停止させずに可動部

に近接した状態で行う運転確認、調整、加工、トラブル処理、保守・点検、修理、清掃、除去な

どの作業）があるため、これらの原則のみでリスク低減を実施するには困難な場合がある。さら

に、複数の機械を複合的に組み合わせた統合生産システム(Integrated Manufacturing System:IMS)で

は、機械設備を組み合わせることによる新たなリスクが発生しており、危険点近接作業だけでは

なく、定常作業時においても、人の注意力に大きく依存した方法でリスクを低減しているものが

ある。本研究では、2017 年度から 2019 年度まで実施した先行研究において開発した支援的保護

システムの高度化と適用時の作業負荷について検討を行うことと併せて、国際規格 ISO/TR 

22053:Safegurging supportive system（支援的保護システム：SSS）の作成作業で、必要な関連情報

を提供することを目的とする。 
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